情報検索と日本科学技術情報センター(JICST) by 大谷 康晴
― ―33
1 ．はじめに








業団（Japan Science and Technology Corporation: JST）となった。そして、さらに独立行
政法人への移行により、科学技術振興機構（Japan Science and Technology Agency: JST。
以下、JST）に変更され現在に至っている。この移行の過程の中で JOIS は2003年でサービ
スが終了し、JDream（JST Document Retrieval System for Academic and Medical Fields）、
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身である JICST の成立と JOIS について概観していくことで、情報検索の変遷について考察
していきたい。
2 ．情報検索の歴史





































2 . 2 .　日本における情報検索サービス
わが国による日本語の文献データベースに基づく情報検索サービスは1970年代後半に立ち
上がっている。1976年に JICST による JOIS、1978年に日本特許情報センター（Japan 
Patent Information Center: JAPATIC）による PATOLIS、同じく1978年に日本経済新聞社
による NEEDS-IR（NEEDS は Nikkei Economic Electronic Databank System の略）がサー

















このような多くの困難を抱えながら JICST はどのように JOIS を開発していったのかを次
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章で見ていきたい。
3 ．JICST と JOIS の歴史




3 . 1 .　JOIS-I
オンライン情報検索サービスについて最初の10年ではほとんど話題になっていない。『十






る。JICST は1969年ごろから開発をすすめ、所内の実験システムとして1972年に DOOR 
（DOcument On-line Retrieval）システムを開発している。このシステムは JICST 職員の
検索実習用に使用された程度の内部向けの試作と位置付けられる。
JICST では次いで、1974年に「JICST オンライン・システムの構想」を打ち出す。ここ
では、1975年から1977年にかけて第 1 期、1978年から1980年に第 2 期、1981年以降を第 3 期




索システムおよびサービスは JOIS（JICST On-line Information System）と名付けられ、
1976年にサービスを開始となった。第 1 期の JOIS ということで JICST では、JOIS-I として
いる。しかしながら JOIS-I は商業目的というには小規模で、本質的には依然として実験的
システムという色彩の強いものであった。
3 . 2 .　JOIS-II











JICST は JOIS-II の特徴として、 1 ）日本語による本格的会話型オンライン情報検索サー









ているが、JOIS-II が成熟していった時期が JOIS にとってもっとも勢いがあった時期であっ
たと思われる。



























JICST は、設立当初から『十年史』ではインターネットの前身である ARPANET につい
て言及しているなど ICT 全般についても相当の知識・技術を持ち、JOIS の開発を行って
いた。 2 ．で言及したように、インターネットの普及によって1980年代までと、1990年代以
降では、検索システムは全く異なる文脈で発展していくことになる。JICST は直接の原因
を求めていないが、後の時代から見ていけば、むしろこういった ICT 環境の変化が JOIS に
とっての転機となったと考えるべきであるといえる。


































































































































⒄　川嶋順．特許情報広域検索システムと PATOLIS．情報の科学と技術，vol. 58，no. 7，p.353-360（2008）
― ―42
⒅　諏訪秀策．JOIS 開発のあゆみ．情報の科学と技術，vol. 58，no. 6，p.306-312（2008）








































　PATOLIS は、JAPATIC が日本特許情報機構（Japan Patent Information Organization: Japio）と
改組されても継続していたが、2001年に株式会社パトリス（http://www.patolis.co.jp/）に営業譲渡さ
れた（PATOLIS 等特許情報の販売・サービスの譲渡について―特許申請・出願サービスの Japio．
http://www.japio.or.jp/profile/profile01_00.html）。株式会社パトリスは、現在でも PATOLIS の後継
である PATOLIS-Next を提供しているが、2009年に民事再生を行われる（パトリス再生へ、協和テク
ノサービスが支援．http://www.business-i.net/event/intellectus/item/n_272.html）など、決して順調
ではない。
